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◆第63回大阪府美容技術選手権大会　成績◆

◆第63回大阪府美容技術選手権大会　成績（養成校）◆

　

令
和
７
年
６
月
９
日
㈪
、
阿
倍
野
区
民
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
６３
回
美
容
技

術
選
手
権
大
会
」
に
合
わ
せ
、
同
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
に
て
産
学
連
携
事
業
「
会
社
説
明

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。毎
年
恒
例
と
な
っ

た
本
企
画
は
、
美
容
業
界
を
志
す
若
者
と
、

次
世
代
を
担
う
人
材
を
求
め
る
サ
ロ
ン
と
の

大
切
な
交
流
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
採
用
に

熱
意
あ
る
１４
社
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
３
月
２１
日
に

行
わ
れ
た
事
前
打
ち
合

わ
せ
で
は
、
各
サ
ロ
ン

か
ら
活
発
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
、
よ
り
実
り
あ

る
交
流
に
向
け
た
準
備

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
参
加
者
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、

前
回
好
評
だ
っ
た
内
容

を
更
に
充
実
さ
せ
、
学

生
の
関
心
を
高
め
る
取

り
組
み
が
随
所
に
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
サ
ロ
ン

が
ブ
ー
ス
の
装
飾
や
資

料
展
示
に
個
性
を
発
揮
。

教
育
制
度
や
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
、
福
利
厚
生
な
ど
、

学
生
が
知
り
た
い
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
提
供

し
、
質
問
に
も
丁
寧
に

対
応
。
午
後
１
時
半
頃

か
ら
は
来
場
者
が
増
え

始
め
、
最
終
的
に
約
８０

名
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
文
田
理
事
、
有

井
理
事
の
進
行
の
も
と
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
意
欲
的
な
対
話

が
交
わ
さ
れ
、
会
場
は

笑
顔
と
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
・
サ

ロ
ン
双
方
か
ら
は
「
有

意
義
だ
っ
た
」「
今
後

の
参
考
に
な
っ
た
」
と

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

本
取
り
組
み
が
採
用
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
業

界
の
未
来
を
育
て
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
美
容
業
界

の
発
展
と
若
手
育
成
を

見
据
え
た
交
流
の
場
と

し
て
、
よ
り
魅
力
あ
る

内
容
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

組
織
強
化
事
業
部
長

萩
平 

浩
一

　

令
和
７
年
６
月
９
日
㈪
、
阿
倍
野
区

民
セ
ン
タ
ー
に
て
「
第
６３
回
大
阪
府
美

容
技
術
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
産
学
連
携
に
よ
る
会

社
説
明
会
も
同
時
開
催
さ
れ
、
多
く
の

学
生
と
サ
ロ
ン
が
交
流
す
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
は
大
阪
府
・
大
阪
市
を
は
じ

め
、
大
阪
地
区
理
容
師
美
容
師
養
成
施
設

協
議
会
や
大
阪
美
容
器
具
卸
商
協
同
組
合

の
ご
代
表
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

選
手
た
ち
の
熱
い
競
技
を
ご
観
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

競
技
は
学
生
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
始

ま
り
、
全
国
種
目
を
含
む
カ
ッ
ト
・
ブ

ロ
ー
・
ネ
イ
ル
・
着
付
け
な
ど
多
彩
な
種

目
が
展
開
さ
れ
、
選
手
た
ち
は
日
頃
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
。
素
晴
ら
し
い
作
品
が

多
数
生
ま
れ
、
全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

長
時
間
に
わ
た
る
大
会
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
組
合
員
の
皆
様
に

は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

声
援
を
送
り
な
が
ら
若
手
を
見
守

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
本
大
会
に
ご
協
賛
・
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
協
賛
企
業
・
団
体
】

大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪
地
区
理

容
師
美
容
師
養
成
施
設
協
議
会
、

大
阪
美
容
器
具
卸
商
協
同
組
合
、

有
限
会
社
ハ
ヤ
シ
・
シ
ザ
ー
ス
様
、

株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ベ
ー
カ

リ
ー
様

（
展
示
ブ
ー
ス
出
展
）

ル
ア
ン
株
式
会
社
様
、
有
限
会
社

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ワ
ー
ル
ド
様
、
株
式

会
社
う
め
と
様

　

広
報
担
当　

中
村
い
さ
子

ヘアスタイル
[クリエイティブ・ファッション]競技の部
中谷亮介選手（天王寺）

カット&ブロー
［モードスタイル］競技の部
勝山美香選手（吹田）

藤井琥太郎選手

西田唯奈選手

田中亜依梨選手

与口七海選手

宇髙唯亜選手

松岡飛依選手

久保実涼選手

杉山緋南佳選手

當間栞夏選手

清田小陽選手

飛地心温選手

小川結羽選手

ワインディング競技の部

ネイルアート競技の部

カット（サロンスタイル）競技の部

まつ毛エクステンション競技の部

アップスタイル競技の部

留袖着付（ボディ）競技の部

中振袖着付競技の部
石井礼子選手（吹田）

ネイルアート競技の部
石井桃子選手（東成）

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝優勝 優秀賞

準優勝

準優勝

準優勝

準優勝

準優勝

準優勝

【産学連携事業】会社説明会開催
～笑顔と熱気に包まれた

交流のひととき～
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令
和
７
年
５
月
２６
日
㈪
、
大
阪
府
美
容

会
館
に
て
「
令
和
７
年
度 

通
常
総
代
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
刻
１３
時
、
萩
平

浩
一
副
理
事
長
の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、

冒
頭
に
総
代
構
成
資
格
審
査
委
員
１０
名
が

選
出
さ
れ
、
会
議
は
引
き
締
ま
っ
た
雰
囲

気
の
中
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

北
里
哲
郎
理
事
長
か
ら

は
、
組
合
運
営
に
か
け
る

熱
い
想
い
と
今
後
へ
の
展

望
が
語
ら
れ
、
会
場
に
は

共
感
の
空
気
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
府
知
事 

吉
村
洋
文
様
（
代
読
：
大

阪
府
環
境
衛
生
課 

上
澤

行
成
様
）、
大
阪
市
健
康

局
長 

釼
持
英
樹
様
（
代

読
：
大
阪
市
生
活
衛
生
課 

亀
本
啓
子
様
）
か
ら
の
ご

祝
辞
も
頂
き
、
行
政
か
ら

の
温
か
い
支
援
を
実
感
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

顧
問
弁
護
士
・
税
理
士

の
ご
紹
介
の
後
、
坂
本
紀

美
子
議
長
の
挨
拶
を
経
て
、

議
案
審
議
へ
。
黙
と
う
に

続
き
、
令
和
６
年
度
事
業

報
告
か
ら
第
１５
号
議
案
ま

で
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
第
１６
号
議
案
「
定

款
の
一
部
変
更
」
に
つ
い

て
は
、
今
後
さ
ら
に
慎
重

に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
大
美
生
火
災

共
済
会
」（
小
山
副
議
長
）

と
「
大
阪
府
美
容
政
治
連

盟
」（
大
西
副
議
長
）
に

つ
い
て
の
報
告
・
議
案
も

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

約
３
時
間
に
及
ぶ
総
代

会
は
、
萩
平
副
理
事
長
の

閉
会
の
言
葉
で
無
事
終
了
。

ご
出
席
い
た
だ
い
た
総
代

の
皆
様
に
は
、
貴
重
な
お

時
間
と
ご
意
見
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
も
皆
様
の
お
声
を

反
映
し
、
よ
り
良
い
組
合

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
令
和
７
年
度
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
経
営
事
業
部
長

立
花
香

組
合
員
の
皆
様

　

い
つ
も
組
合
主
催
の
講

習
会
に
多
大
な
る
御
協
力

を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
本
年
「
リ
ア

ル
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
売
上
直

結
型
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
」

と
題
し
ま
し
て
、
４
回
の

技
術
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
第
１
弾
が
２
月

に
終
わ
り
、
そ
し
て
今
回

は
第
２
弾
と
い
た
し
ま
し

て
、
６
月
３０
日
に
パ
ー
マ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
２
回
共
、
早
々

に
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る

　公益社団法人日本理容美容教育センターは、
理容師・美容師の手荒れやかぶれ、アトピー性
皮膚炎などによる悩みや離職が少なくない現
状を受け、健康を守るための取り組みとして、
２０２５ 年度新入生向けの教科書「理容技術理論」

「理容実習」「美容技術理論」「美容実習」に掲
載しているカラーリングおよびパーマ施術の写
真を、すべて「手袋を着用した状態」のものに
差し換えました。

　これは、日本ヘアカラー工業会からの協力要
請をきっかけに、同会が進める「手袋着用によ
るかぶれ防止」の取り組みに賛同したことによ
るものです。近年では、施術時に手袋を使用す
る理容師・美容師が徐々に増えており、コロナ
禍を経て、お客様の側でもマスクや手袋への抵
抗感が薄れてきているという声も聞かれます。
　こうした時代の変化を踏まえ、学生の段階か
ら手袋着用を当たり前の習慣として身につけて
もらうことで、将来、健康被害に悩む理容師・
美容師を減らし、安心して長く働き続けられる
人材の育成を目指すものです。
　現場で働く皆さまも、今後の施術の際には、
ぜひ手袋着用を心がけてください。

程
の
参
加
者
に
お
申
込
み

を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
パ
ー
マ
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
講
師
を
組
合
や

外
部
で
も
大
活
躍
中
の

「
梶
田
悠
介
先
生
」
に
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
、
会

場
超
満
員
の
熱
気
の
中
、

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
メ
ン
ズ
パ
ー
マ

の
「
シ
ャ
ド
ウ
パ
ー
マ
」、

影
を
作
っ
て
立
体
的
に
見

せ
る
カ
ッ
コ
い
い
パ
ー
マ

で
す
。
わ
か
り
や
す
い
説

明
と
無
駄
の
な
い
作
業
、

そ
し
て
何
よ
り
梶
田
先
生

の
温
か
い
人
柄
を
感
じ
る

素
敵
な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

ま
た
２
作
目
は
レ
デ
ィ
ー

ス
パ
ー
マ
の
「
フ
ェ
ア
リ

ー
カ
ー
ル
」、
ゆ
る
ふ
わ

で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
カ
ー
ル

が
今
っ
ぽ
い
パ
ー
マ
で
す
。

独
自
の
方
程
式
に
当
て
は

め
た
説
明
の
中
に
笑
い
も

入
れ
な
が
ら
、
飽
き
さ
せ

な
い
心
配
り
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。
あ
っ
と
い

う
間
の
２
時
間
で
「
売
上

直
結
型
セ
ミ
ナ
ー
」
の
名

に
相
応
し
い
セ
ミ
ナ
ー
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
梶
田

先
生
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

組
合
で
は
あ
と
２
回
、

９
月
１
日
は
カ
ッ
ト
、
１１

月
１７
日
は
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ

＆
着
付
の
セ
ミ
ナ
ー
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
人
気
と
実
力
を
兼
ね

備
え
た
講
師
に
依
頼
を
し

て
お
り
、
必
ず
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
内
容
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
企
画
と
い
た

し
ま
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
後

に
講
師
を
交
え
ま
し
て
の

楽
し
い
ラ
ン
チ
懇
親
会
も

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
オ

ン
と
オ
フ
の
メ
リ
ハ
リ
の

利
い
た
１
日
を
、
組
合
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

人
の
繋
が
り
が
大
切
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
セ
ミ

ナ
ー
や
懇
親
会
を
通
じ
て

組
合
仲
間
の
「
和
・
輪
」

を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
阪
美
容
講
師
会

　

運
営
委
員　

岩
見
和
彦

令和 7 年度 通常総代会を開催
組合の未来へ、確かな一歩

リアルサロンワーク売上直結型セミナー②美容、理容教科書の写真、
大幅に差替え

—すべて手袋着用の施術写真に―

美容、理容教科書の写真、
大幅に差替え

—すべて手袋着用の施術写真に―
パーマ技術講習会実施報告

令和７年７月30日発行（年５回・30日発行）第548号 （2）ＢＡおおさかニュース



　

去
る
令
和
７
年
６
月
１６
日
㈪
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
に
て
、
ア
ジ
ア
最
大
級
の
美
容

の
祭
典
「
第
１０
回
ア
ジ
ア
ビ
ュ
ー
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、格
式
高
い
社
交
の
場「
Ｇ

Ａ
Ｌ
Ａ
パ
ー
テ
ィ
『
ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル

ビ
ュ
ー
テ
ィ
』」が
大
阪
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
パ
ー
テ
ィ
に
は
、
国

内
外
の
美
容
業
界
を
代
表

す
る
約
２
３
０
名
が
参
加
。

テ
ー
マ
は
「
日
本
の
伝
統

美
と
ア
ジ
ア
の
文
化
交

流
」。
洗
練
さ
れ
た
空
間

の
中
で
、
華
や
か
か
つ
厳

か
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

現
代
と
古
典
が

融
合
す
る
美
の

演
出

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

現
代
感
覚
を
取
り
入
れ
た

創
作
着
物
シ
ョ
ー
が
披
露

さ
れ
、
６
名
の
大
阪
美
容

演出スタッフのご紹介
【現代ショー創作スタッフ】
梶田 悠介／佐々木 秀樹／田本 香奈枝／
水流 こずえ／舩津 三津子／中田 優子

【十二単創作スタッフ】
神奈川県、三浦 志津子／奈良県、芝原 
ミサコ／三重県、長谷川 見知子（敬称略）

組
合
所
属
の
講
師
陣
が
演

出
を
担
当
。
モ
デ
ル
た
ち

は
鮮
や
か
な
着
物
ス
タ
イ

ル
に
身
を
包
み
、
軽
や
か

に
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
き
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
舞
妓
２
名
に

よ
る
「
鴨
川
踊
り
」
が
披

日本の伝統美、世界へ

露
さ
れ
、
し
っ
と
り
と
し

た
情
緒
が
会
場
を
包
み
込

み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
平
安

時
代
の
宮
廷
装
束
―
十
二

単
と
束
帯
姿
の
モ
デ
ル
が

登
場
。
千
年
の
時
を
超
え

た
“
雅
の
美
”
が
会
場
に

広
が
り
、
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

チ
ー
ム
で
築
い
た

美
の
舞
台

　

ス
テ
ー
ジ
終
了
後
、
参

加
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
一

人
で
は
成
し
得
な
か
っ
た
、

ま
さ
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

賜
物
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
伝
統
と
現
代
、

そ
し
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
の
感
性
が
融
合
し
た

こ
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
日
本

の
美
容
文
化
の
奥
深
さ
と

そ
の
発
信
力
を
世
界
に
伝

え
る
、
意
義
深
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

大
阪
美
容
組
合
講
師
陣
の

活
躍
は
、
ま
さ
に
“
伝
統

美
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
”
と

い
う
使
命
を
体
現
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら

な
る
活
動
へ
の
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

　
　
　

常
務
理
事　中

田
優
子
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学校法人　大美学園
大 阪 美 容 専 門 学 校

＜1915年創立＞

校　長　谷 本 佳 隆
理事長　谷 本 穎 昭

〒540-0004 大阪市中央区玉造２丁目28番27号
TEL 06-6761-6559　FAX 06-6761-3726　

リアル化学株式会社
代表取締役　梢　倫明

〒170-0005
東京都豊島区南大塚 3-33-1　JR 大塚南口ビル 9F
TEL 03-3986-1651　FAX 03-3987-6539

大阪市生野区鶴橋1丁目6番34号 〒544-0031
TEL 06・6731-0229   FAX 06・6715-2572

専修学校 学校法人●岡山学園

岡　山　伸　子
田　中　志　典

理事長

校　長

公
益
社
団
法
人

　

  

日
本
理
容
美
容
教
育
セ
ン
タ
ー

理

　

  

事

　

  

長

副

　理

　事

　長

副

　理

　事

　長

専

　務

　理

　事

谷

　本

　穎

　昭

和

　田

　美

　義

田

　中

　志

　典

小

　野

　清

　喜

　

〒
一
五
一
―
八
五
〇
五

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
三
―
四
六
―
一
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
三
―
三
三
七
〇
―
三
三
一
一

☎

〒530- 
0042 

美
容
師
の
国
民
健
康
保
険

　
保
険
料（
月
額
）（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

　
　
店
　
主
　
　
１
９
，
５
０
０
円

　
　
従
業
員
　
　
１
６
，
５
０
０
円

   

　
家
　
族
　
　
　
８
，
５
０
０
円
（
一
人
に
つ
き
）

   

　
介
護
保
険
　
　
２
，
８
０
０
円
（
一
人
に
つ
き
）

  

　
　    

（
介
護
保
険
は
四
〇
歳
〜
六
四
歳
）

大
阪
市
北
区
天
満
橋
三
ー
四
ー
二
八

           

〇
六（
六
三
五
一
）八
九
〇
一

理

　事

　長

　
　

   

増   

田     

直   

也

　
　

                   

役
職
員
一
同

大
阪
府
整
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

税
理
士
法
人 

り
と
く

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
７
９
３―

２
８
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６―

６
７
９
４―

６
８
６
４

住
所 

〒
　  

大
阪
市
平
野
区
加
美
東
４-

９-

２
３

547-
0002

暑中お見舞申し上げます
　美容室アイ・エム
 　　　　 　松尾 利子
 　　　　 　舩津 三津子

  
 

高
津
理
容
美
容
専
門
学
校 

 
 
 
 
 
 

  

理
事
長
・校
長 

 

疋 

田 

康 

子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
談
役 

 
 
 
 
 

古 

武 

一 

成 

〒
五
四
二
❘
〇
〇
七
三 

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
八
番
二
十
号 

☎ 

〇
六―

六
六
三
三―

七
四
七
四

小  

出

　

 

真  

理  

子

〒
１１６―

００１２ 

東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
六―

四
三―

一
一

　
　
　
　
　

   

☎
〇
三―

三
八
〇
〇―

七
八
八
七

株
式
会
社  

三  

矢

代
表
取
締
役

n AP QA® 

43

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
1ー
6ー
6
ナ
プ
ラ
北
浜
ビ
ル

OO

T
E
L
O
六（
六
ニ
ニ
八）―-
エハ
五
0
g

41

F
A
X
0
六（
六
ニ
ニ
八）―-
エハ
五
三
番

5

 

-
T

 U
R
L

 h
tt
p:
/

 
＼

 w
w
w

.n
a
pl
a

.c
o

.j
p

株
式
会
社
ナ
令
ノ＿
フ

代
表
取
締
役

武

田

政

憲

株
式
会
社

ミ
ル
ボ
ン

〒104-0031

京
橋
エ
ド
グ
ラ
ン

東
京
都
中
央
区
京
橋
二-

二-

一

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

http://www.milbon.co.jp

代
表
取
締
役
社
長

〇
三
（
三
二
七
三
）
三
二
一
一

〇
三
（
三
五
一
七
）
三
九
一
五

坂
下 

秀
憲

〒540
0032 校　

長

雨　

積　

郁　

枝

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
六ｰ

六
九
四
二ｰ

二
四
六
七

ｰ

学
校
法
人

　グ
ラ
ム
ー
ル
学
院

グ
ラ
ム
ー
ル
美
容
専
門
学
校

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
一
丁
目
四―

四

校  

　長

　菊

池

　笑

子

株式会社きくや美粧堂 
 

ププレレジジデデンントト  増増 保保   利利 行行  

代代表表取取締締役役社社長長  荒荒     清清 志志    
〒150-0021 
東京都渋谷区恵比寿西 1-13-7 
TEL： 03-3496-6755 

大
阪
中
央
理
容
美
容
専
門
学
校

理
事
長

校
　
長

増

　田

　直

　也

上

　田

　正

　人

環

状

線

天

満

駅

よ

り

東

へ

徒

歩

七

分

大
阪

市
北

区
天

満
橋

三
丁

目
四-

二
八

☎

〇
六

(

六

三

五

八

)

〇
九

六

一

㈹

〒 
530- 
0042 

学
校
法
人 

青
丹
学
園

　ヴ
ェ
ー
ル
ル
ー
ジ
ュ
美
容
専
門
学
校

学 

校 

長

　佐
守 
友
博

〒
542―

0081 

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
二‐
十
一‐

十
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
六‐

六
二
五
八‐
二
一
一
一

岸  

田

　英  

三

長
社
役
締
取
表
代

大
阪
地
区
理
容
師
美
容
師
養
成
施
設
協
議
会

　会
長

　谷
本

　穎
昭

エルコムデータシステム株式会社
◇「サロンドエルコムFW」開発＆販売＆サポート◇

美容・理容業界の発展に貢献したい！since1986

〒571-0030 大阪府門真市末広町40-1
Tel. 06-6909-2121 fax.06-6909-3201

美
容
技
術
研
究
団
体  

月
曜
会

理
事
長吉

　川

　光

　治

〒541
0054

大
阪
市
中
央
区
南
本
町
一
ノ
七
ノ
八

三
星
本
社
南
２
号
館
２
階

℡
＆
Fax
０
６（
６
２
６
４
）３
１
３
１

ｰ

株
式
会
社 

毎
日
新
聞
大
阪
セ
ン
タ
ー

あ
ら
ゆ
る
印
刷
の
ご
相
談
は

〒
530
ー

0001 

大
阪
市
北
区
梅
田
３
ー
４
ー
５（
毎
日
新
聞
ビ
ル
）

　
　
　    

☎
０
６
（
６
３
４
６
）
８
４
６
３

株式会社 毎日新聞大阪センター

謹 賀 新 年

あらゆる印刷のご相談は

〒530ー0001 大阪市北区梅田３ー４ー５（毎日新聞ビル）
　　　    ☎０６（６３４６）８463

堺
筋
北
浜
法
律
事
務
所

弁
護
士 

正 

木 

隆 

造

大
阪
市
中
央
区
瓦
町
１-

６-

１

シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
大
阪
１
４
０
２

℡
０
６-

６
２
３
１-

３
８
２
８

　
　
　（
大
阪
弁
護
士
会
所
属
）

〒541-0048

暑
中
お
見
舞
い

　
　
申
し
上
げ
ま
す
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✂

✂ 支部だより ✂

✂

　令和７年度　池田支部定時総会が４月
２８ 日に池田Ｎステーションビルにおいて
開催されました。役員９名と６名の先生方
にご出席いただきました。

　会議では組合費引き落とし手数料軽減の為、「２ヶ月
に１回の引き落とし」から「６ヶ月に１回」への見直し
や、年末年始のカレンダー配布の有無の先生方への確認、
組合員を増やす為のア
ピールポイントの必要
性などの意見交換があ
りました。組合員の先
生方の組合に対する切
実な意見もありました。
　池田支部役員一同と
組合員の先生方は組合
の発展のため、力を合
わせる決意をいたしま
した。
　　　池田支部

　山口 与志一

池田
支部

　

全
美
連
か
ら
は
町
田
副

理
事
長
、
北
里
副
理
事
長

に
加
え
、
現
場
の
声
を
届

け
る
立
場
と
し
て
、
群
馬

県
組
合
の
青
柳
美
華
先
生
、

大
阪
府
美
容
組
合
の
田
口

美
保
子
先
生
が
参
加
。

　

冒
頭
、
三
原
大
臣
か
ら

は
「
中
高
生
の
い
じ
め
や

自
殺
が
過
去
最
多
を
記
録

し
、
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
私
自
身
も
芸
能
界
デ

ビ
ュ
ー
し
た
当
時
、
学
校

　

令
和
７
年
６
月
３０
日
㈪
、
東
京
都
・
霞
ヶ
関

の
こ
ど
も
家
庭
庁
に
て
、「
こ
ど
も
の
悩
み
を

受
け
止
め
る
場
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
日
本
美
容

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
美
連
）
と
三

原
じ
ゅ
ん
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
と
の
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

～組織拡充に向け、活発な意見交換と未来への展望～

大阪・近畿ブロック美容協議会
組織強化・教育広報委員会合同会議

開催報告

　

去
る
５
月
２０
日
㈫
、
大

阪
府
美
容
会
館
に
お
い

て
、「
大
阪
・
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
美
容
協
議
会　

組
織
強

化
・
教
育
広
報
委
員
会
合

同
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
議
に
は
、
大
阪
、

兵
庫
、
京
都
、
奈
良
、
滋

賀
、
和
歌
山
の
各
府
県
よ

り
理
事
長
お
よ
び
関
係
担

当
者
が
出
席
し
、
加
え
て

オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

で
の
参
加
も
併
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
組

合
の
組
織
拡
充
を
主
軸
に
、

「
組
合
加
入
促
進
「
教
育
」

「
広
報
」「
経
営
」「
事
業

展
開
」
に
関
す
る
各
府
県

の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

と
情
報
共
有
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、

Ｔ
М
モ
ー
ド
普
及
講
習
の

推
進
や
、
教
育
テ
キ
ス
ト

お
よ
び
機
関
紙
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ

Ｉ
の
購
読
数
目
標
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
の
議
論
で

す
。
各
府
県
の
先
進
的
な

取
り
組
み
事
例
が
紹
介
さ

れ
る
中
で
、
参
加
者
同
士

が
実
践
的
な
意
見
を
交
わ

し
合
い
、
今
後
の
展
開
に

向
け
た
ヒ
ン
ト
が
多
く
得

ら
れ
る
有
意
義
な
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
若
手
美
容
師

の
育
成
に
注
力
す
る
必
要

性
が
強
く
共
有
さ
れ
、
将

来
的
な
業
界
全
体
の
質
の

向
上
を
見
据
え
た
教
育
体

制
の
強
化
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
広

報
活
動
の
強
化
に
よ
っ
て
、

組
合
活
動
の
認
知
度
向
上

と
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
の

獲
得
に
つ
な
げ
て
い
く
方

向
性
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
締
め
く
く
り
に

は
、
参
加
者
一
同
が
今
後

の
具
体
的
な
行
動
計
画
を

共
有
し
、
組
合
の
発
展
に

向
け
て
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
ま
し
た
。
大

阪
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
美
容

協
議
会
の
本
会
議
は
、
地

域
を
越
え
た
連
携
と
情
報

共
有
を
通
じ
て
、
組
合
の

未
来
を
切
り
拓
く
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

教
育
事
業
部
長

　

澤
田　

洋
一

で
い
じ
め
を
受
け
た
経
験

が
あ
る
。
誰
に
も
言
え
な

い
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
が
、
ふ
と
心
を
開
け

る
場
が
必
要
だ
と
強
く
感

じ
て
い
る
。
美
容
室
は
、

家
族
に
も
言
え
な
い
こ
と

を
打
ち
明
け
ら
れ
る
、
特

別
な
空
間
だ
と
認
識
し
て

い
る
、
い
じ
め
や
自
殺
に

苦
し
む
子
ど
も
た
ち
の
声

に
寄
り
添
い
、
美
容
室
を

“
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
場

所
”
に
し
た
い
」

と
述
べ
、
思
い
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
美

容
室
が
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
安
心

し
て
話
せ
る
場
所

で
あ
る
こ
と
、
学

校
や
家
庭
で
は
見

え
に
く
い
悩
み
を

キ
ャ
ッ
チ
で
き
る

立
場
に
あ
る
こ
と

な
ど
、
現
場
か
ら

の
貴
重
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
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大阪府広報担当副知事もずやん

個人事業税は、納期限の日にご指定口座から自動引き落としされる口座振替（※）

をご利用いただけるほか、「地方税統一 コード（ ）」に対応した金融機関や

スマートフォン決済アプリを利用した納付、「地方税お支払サイト」を利用し、

クレジットカード納付、ペイジー納付（ 、インターネットバンキング）ができます。

また、納税通知書に記載の金融機関や大阪府内の郵便局、コンビニエンスストア等でも

納付することができます。

各府税事務所（令和７年９月３０日で原則取扱終了）で納付することもできます。

（※お申込みから概ね ケ月後の納付分から口座振替が開始されます。）

 

令和７年度の納税通知書は８月１日（金）に発送します。

年間の税額が１万円を超える場合は、第１期分と第２期分の納付書を併せてお送りしますので、

納付時にお間違いのないようご注意ください。

（第２期分の納期限は、令和７年 ２月１日（月）となります。）

個人事業税（第１期分）の納期限は

９月１日 月 です。

※納付方法等の詳細については、

大阪府ホームページ『府税あらかると』をご確認ください。
府税あらかると 検索

お知らせ

※納税が困難な場合は、納税の猶予制度がありますので、お早めに府税事務所へご相談ください。
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総合福祉共済支払実績
令和 7 年３月 1 日～５月３１日

死 亡 保 険 金 0 0
災 害 死 亡 保 険 金 0 0
障 害 給 付 金 0 0
入 院 給 付 金 0 0
共 済 金  合 計 0 0

結 婚 1 20,000
第 一 子 誕 生 0 0
子 供 誕 生 0 0
人 間 ド ッ ク 3 30,000
入 院 5 130,000
銀 婚 1 20,000
金 婚 0 0
還 暦 0 0
古 希 4 40,000
長 寿 4 400,000
配 偶 者 死 亡 0 0
特 別 給 付 金  合 計 18 640,000

合 計 18 640,000

総合福祉共済制度

特別給付金

ご請求もれはございませんか？
　総合福祉共済制度加入日より 1年
後から結婚やご入院等の事由が生じ
たときにご請求頂けます。
　請求権は事由が生じた日から 1年
間です。
　制度に関するお問い合わせや、パ
ンフレットの送付を希望の場合は、
組合事務局までご連絡下さい。

～新規加入サロンのご紹介～
令和 7 年 3 月 1 日～ 5 月 31 日

支部 オーナー サロン名
北 上 原  雅 子 100Summer

守口 溝淵 菜美子 HYGGE
松原 牧 野  拓 郎 TOM
本部 橋 口  優 治 CIERA. 堀江
本部 中 田  敏 明 kiki
本部 窪 田  伶 奈 icoi

トライアル 川 﨑  敦 子 アイラッシュサロンひより
トライアル 渡 邊  杏 奈 ｏｗｎ

New Member

　お友達のサロンで組合未
加入サロンがございました
らご紹介ください。詳しく
は組合事務局までお問合せ
ください。
組合事務局
　TEL：06-6245-2612

左から北里全美連副理事長、田口美保子先生（大阪府組合）、三原じゅん子
内閣府特命担当大臣、青柳美華先生（群馬県組合）、町田全美連副理事長
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＜1.協議承認事項＞
第１号議案　令和7事業年度事業計画(案)について承

認を求める件
第２号議案　令和7事業年度の組合員に対する組合費

の賦課額及び徴収方法について承認を求
める件

第３号議案　令和7事業年度大阪府美容生活衛生同業
組合収支予算書(案)について承認を求め
る件

第４号議案　令和7事業年度会員に対する大美生火災
共済会の会費の額及び徴収方法について
承認を求める件

第５号議案　令和7事業年度大美生火災共済会収支予
算書（案）について承認を求める件

第６号議案　令和7事業年度大美互助会収支予算書
（案）について承認を求める件

第７号議案　令和7事業年度大阪府美容会館 会館管理
賦課額及び徴収方法について承認を求め
る件

第８号議案　令和7事業年度大阪府美容会館収支予算
書（案）について承認を求める件

第９号議案　令和7事業年度大阪府美容生活衛生同業
組合災害積立金の額及び徴収方法ならび
に収支計算書について承認を求める件

第10号議案　令和7事業年度借入金の額について承認
を求める件

第11号議案　組合新年会収支報告決算書について
第12号議案　卒業式・謝恩会に役立つヘアアレンジ＆

お着付け講習会終了報告・収支決算書に
ついて

第13号議案　推薦商社㈱HSC様　フェイシャル講習
会終了報告について

第14号議案　㈱ワールド美容様 髪質改善（中性・酸性
ストレート）講習会終了報告・収支決算書
について

第15号議案　第63回大阪技術選手権大会予算書・チ
ラシについて

第16号議案　定款改正について
第17号議案　組織経営について
第18号議案　藤井寺支部より（仮称）松原支部の分離・

藤井寺支部（松原市以外）と富田林支部
の合併について

第19号議案　美容振興協議会 精算金の利用方法につ
いて

＜2.報告事項＞
2 - 1　組合加入促進キャンペーン実績報告について
2 - 2　令和7事業年度 年間予定表について

理 事 会 報 告
令和６年度 第７回理事会

開催日　令和７年３月25日㈫＜1.協議承認事項＞
第１号議案　大阪・関西万博事業について
第２号議案　１階テナントについて
第３号議案　定款改正（議長）について
第４号議案　振興指針の随時改訂に伴う振興計画の

変更認定申請について
第５号議案　総合福祉共済制度連合会加入増強キャ

ンペーン実施について
第６号議案　令和７年度自主衛生管理講習会開催時

について
第７号議案　令和６事業年度大阪府美容生活衛生同

業組合収支決算書について
第８号議案　令和６事業年度大阪府美容会館収支決

算書について
第９号議案　令和６事業年度大阪府美容生活衛生同

業組合貸借対照表(美容会館含む)財産
目録（美容会館含む）ならびに剰余金
の処分（案）について

第10号議案　令和６事業年度大美互助会事業報告並
びに貸借対照表及び収支決算書につい
て

第11号議案　令和６事業年度大美生火災共済会事業
報告について

第12号議案　令和６事業年度大美生火災共済会貸借
対照表及び収支決算書について

第13号議案　令和６事業年度事業報告について
第14号議案　令和７事業年度教育事業各講習会の予

算案について
第15号議案　令和７事業年度総代会の運営について
＜2.報告事項＞
2 - 1　組合加入促進キャンペーン実施報告について
2 - 2　標準営業約款（Ｓマーク）８月再登録並びに

新規登録募集について
2 - 3　組合費徴収の支部へのアンケートについて
2 - 4　推薦商社（paypay）契約に向けた状況報告

について

＜1.協議承認事項＞
第１号議案　大阪・関西万博事業について
第２号議案　大阪・関西万博事業への福利厚生事業

としての関わり方について
第３号議案　大阪府美容会館休館ならびに事務局夏

期休暇日程について承認を求める件
第４号議案　BAおおさかNEWS暑中・新年名刺広

告掲載に係る募集案内ならびに掲載料
について承認を求める件

第５号議案　夏期休暇ポスターデザイン案について
承認を求める件

第６号議案　令和7年度職員昇給について承認を求
める件

第７号議案　令和7年度職員夏期・冬期 賞与支給の
検討について承認を求める件

第８号議案　求人に係わる人材育成事業について
第９号議案　【継続審議】令和７年度開催 教育技

術講習会について
第10号議案　会社説明会について
第11号議案　第110回TMモード（9月9日東京都開

催）プログラム出稿について
第12号議案　全国大会　応援幕について
第13号議案　全国美容技術選手権大会（福島県）の

応援について
第14号議案　美容会館 自動火災報知設備 設置につ

いて
＜2.報告事項＞
2 - 1　組合員訃報報告
2 - 2　１階テナントの契約について
2 - 3　総合福祉共済キャンペーン告知について
2 - 4　組合加入促進キャンペーン実績報告について
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を
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り
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■訃 報■

令和７年度 第１回理事会
開催日　令和７年４月21日㈪

令和７年度 第２回理事会
開催日　令和７年６月２日㈪
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